
ライフプラン・マネープラン
の検討状況

三井住友トラスト・資産のミラ
イ研究所（以下、「ミライ研」）で
は、20～60歳代の1万人を対象と
した独自アンケート調査を毎年実
施しています。ミライ研が本年1
月に実施したアンケートの中では、
将来の生活設計・資金計画の検討
状況を伺いました。その結果、
67.8％の方から「いずれも検討し
たことがない」という回答が戻っ
てきました〔図表1〕。

老後資金の自助努力やDC法の
改正などもあり、ライフプラン・
マネープランの重要性が世の中的
にも語られるようにはなりました
が、実際の行動に移している人は
まだ半数弱といった状況がうかが
えます。
「住宅購入」が考えるきっかけ？

先ほどの設問に関して、回答者
を「住まいは持家（含む住宅ロー
ン保有者）か賃貸か、金融教育の
経験があるかないか」で4パター
ンに分類し、回答結果を確認した
ところ、将来の生活設計・資金計
画について何らかの検討をしてい
る比率が最も高い群が「持家×金
融教育経験者」で54.3％、最も低
い群が「賃貸×金融教育未経験
者」で23.1％となり、約2倍の差
がつく結果となりました〔図表2〕。

もちろん、「賃貸×金融教育未
経験者」の中にも、適切に検討さ
れている方はおられます。その一
方で、全世代平均から読み取れる
傾向として、「持家である（本ア
ンケート調査では、持家の方のう
ち、購入時に住宅ローンを利用さ
れた方は78.6％）」、すなわち住宅
ローンとして多額の借り入れを行
うというライフイベントを経験し
たことが、将来について考える際
の大きな後押しとなっている点が
挙げられます。

さらに興味深い傾向は、「持家
であっても賃貸であっても、金融
教育の経験が検討状況に前向きな
効果を与えている」と言えそうな
点です。

人生100年時代、個々人による
ライフイベントに対応したマネー
プランの策定や検討は、今後ます
ます重要性が高まってくるでしょ
う。「持家派」「賃貸派」を問わず、
早い段階からの金融リテラシーの
習得や金融教育の受講機会などが、
ファイナンシャルウェルビーイング

（FINANCIAL WELL-BEING）へ
の近道となってくると思われます。
（三井住友トラスト・資産のミライ研究所

研究員　矢野　礼菜）

〔図表1〕�将来の生活設計・資金計
画の検討状況（全世代平
均/回答数：1万1197）
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FPに将来の生活設計・資金計
画について相談したことがある 6.6

（FP以外の）金融機関や行政の
職員などと、将来の生活設計・
資金計画について相談したこと
がある

3.3

何歳でどんな人生イベントがあ
るか自分でシミュレーションし
た

11.5

これからの人生でいくらくらい
お金がかかるか（支出）自分で
計算してみた

14.8

これからの人生での収入・支出
を計算して、そのやりくりも自
分で計算してみた

12.7

その他 0.4
将来の生活設計・資金計画につ
いて検討したことはない 67.8

出所：�三井住友トラスト・資産のミライ研究
所「住まいと資産形成に関する意識と
実態調査」（2022年）を基に作成

出所：�三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2022
年）を基に作成
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検討あり 検討なし

〔図表2〕�持家・賃貸別�
将来の生活設計・資金計画の検討状況（全世代平均）

人生設計への真剣度は2倍？
「持家×金融教育経験者」VS
「賃貸×金融教育未経験者」
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